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課題抽出の視点

「将来を見据えた交通に関わる課題の整理」に際しては、第１回検討会でいただ
いた意見を基本として、国レベル（国土・地域づくり）や首都圏レベル、県レベル
の視点も参考とする。
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（１）国レベルの視点（国土・地域づくり）から

国土交通省では、「持続可能で活力ある国土・地域づくり」（平成23年11月）の推進につい

て、人口減少、少子高齢化、財政制約に加え、震災を契機としたエネルギー制約等の課題
を克服し、我が国の明るい未来を築くためには、持続可能で活力ある国土・地域づくりの推
進が不可欠であり、その柱を「４つの価値・８つの方向性」として示している。

１）持続可能な社会の実現
①低炭素・循環型システムの構築
②地域の集約化

２）安全と安心の確保
①災害に強い住宅・地域づくり
②社会資本の的確な維持管理・更新

３）経済活性化
①個人資産の活用等による需要拡大
②公的部門への民間の資金・知見の取込み

４）国際競争力と国際プレゼンスの強化
①我が国が強みを有する分野の海外展開、国際貢献
②国際競争の基盤整備の促進
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課題抽出の視点
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（２）首都圏レベルの視点から

国土形成計画の「首都圏広域地方計画」（平成21年8月）においては、首都圏の目指すべ

き方向として、以下の項目があげられている。

方針１ 日本全体を牽引する首都圏の国際競争力の強化
１．国際ビジネス拠点の強化 ２．産業イノベーションの創出
３．太平洋・日本海ゲートウェイ機能の強化 ４．地域を支える産業の創出

方針２ 人口約4200万人が暮らしやすく、美しい地域の実現

１．新たな圏域構造の構築 ２．活力あふれる都市圏及び地域の形成
３．生活の質の向上と良好な居住環境の形成 ４．水資源の安定的確保
５.歴史､文化､地域資源を活用したまちづくり ６.農林水産業の強化と農山漁村の活性化

方針３ 安全で安心な生活が保障される災害に強い圏域の実現
１．地震・津波対策の推進 ３．火山噴火対策の推進 ４．危機管理体制の充実
２．風水害・高潮・土砂災害・豪雪対策等の推進と地球温暖化に伴う影響への対応

方針４ 良好な環境の保全・創出
１．先導的な地球温暖化対策の推進 ２．森林・農地の整備・保全
３．水と緑の保全と活用 ４．循環型社会の形成 ５．大気・土壌汚染対策の推進

方針５ 多様な主体の交流・連携がより活発な圏域の実現
１．観光交流の強化 ２．都市・農山漁村の交流・連携 ３．多文化共生社会の実現
４．「新たな公」による地域づくり
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課題抽出の視点
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（３）県レベルの視点から

「かながわグランドデザイン」（平成24年3月）においては、地域づくりの基本方向の中で、

川崎・横浜地域圏のめざすすがた・政策展開の方向について、以下の項目を示している。

【めざすすがた】
世界と、神奈川そして日本の交流・結節地域として、これまでの文化や産業の集積を生か

した生活環境や生産環境の整備を進め、良好な環境が保全され、にぎわいや活力があふ
れ、世界とつながる文化や産業を発信し、国際性豊かで魅力ある地域づくりをめざします。

【政策展開の方向】
●羽田空港の国際化を生かしたまちづくりや県民活動の利便性、経済活動の活性化に資
する総合的な交通ネットワークの形成を推進するとともに、総合特区制度などを活用しなが
ら、京浜臨海部などへのライフサイエンス産業の拠点形成を図ります。

●横浜市域では、バイオ関連企業などの集積を生かして、産学公による研究開発の推進
や地域の産業の活性化を図るほか、歴史、観光・コンベンション資源を生かし、多くの人々
が訪れ、国際的な文化芸術を創造し、交流の拠点となる都市づくりや、みどりあふれる快適
な生活空間の形成などを進めます。

●残された貴重な自然、緑地の保全や創造を図りつつ、土地の高度利用による効率的で
良好な市街地を形成するとともに、東日本大震災を踏まえ、大規模地震などへの備えを強
化します。
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課題抽出の視点
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（４）次世代の総合的な交通体系検討会（第１回）でいただいた意見

委員の発言要旨（主なもの） 検討の視点

首都圏全体での役割を担う横浜都心部の役割と市内の地域拠点の役
割を明確にしながら交通体系について検討する必要がある。

広域的な交通ネッ
トワークの構築

横浜線は、新横浜駅のあり方を含めて相当課題が多い。リニア中央新
幹線との関連を考え、広域的な交通アクセスを検討する必要がある。

リニア中央新幹線の新駅や羽田空港など広域ネットワークの中で得ら
れる効果は何かを考える必要がある。

災害時において、鉄道は、バスやタクシーなどとの連携が不可欠であ
り、その体制をあらかじめ組んでおく必要がある。 他の交通手段との

連携総合的な交通体系については、バスや自転車を含めて検討していく
必要がある。

駅を中心としたコンパクトシティになっていく必要があると思うが、郊外
部との連携やまちづくりの課題を、交通の面からどのように解決してく
のか、掘り下げていく必要がある。

まちづくり（中心
となる鉄道駅のあ
り方）

高齢化社会の進展などに考慮して、次世代の交通について検討する
必要がある。

交通ネットワーク
のあり方
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１．横浜の都市づくりの方向性
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横浜市の人口・年齢構成の予測

＊上記推計は、基準人口に平成17年国勢調査の男女別年齢
各歳別人口を用い、将来の出生率、将来の生存率、将来の
社会移動率（転入率及び転出率）には、過去の実績を踏ま
えて仮定値を設定して行っている。

なお、将来の出生及び死亡の推移については、いずれも
中位の仮定としている。

人口の超長期予測 年齢構成の超長期予測

出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）
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都市計画マスタープラン改定の基本的な考え方

8出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

・人口減少・超高齢社会 ・地球温暖化などへの対応
・都市基盤・施設の老朽化 ・生物多様性への配慮 等

◎社会状況の変化

新たな課題に直面しても、「選択と集中」により、それらの課
題を克服して引き続き横浜が自立した大都市、「安心と活力が
あふれるまち」として、持続・発展していくための指針として
策定します。

◎改定の基本的な考え方

新しい横浜らしさの創造と持続を支える都市づくり

◎基本理念
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都市づくりの目標

9出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

① 超高齢社会や将来の人口減少社会に対応できる「集約型
都市構造」への転換と、人にやさしい「鉄道駅を中心と
したコンパクトな市街地」の形成

② 地球温暖化やヒートアイランド現象の緩和に向けた、エ
ネルギー効率のよい低炭素型の都市づくり

③ 首都圏全体の発展を牽引するとともに、国際競争力を高
めるための基盤づくり

④ 地域特性に応じた、計画的・効率的な土地利用と地域ま
ちづくり

⑤ 誰もが移動しやすく環境にやさしい交通の実現

⑥ 横浜らしい水・緑環境の実現と、都市の魅力を生かした
まちづくり

⑦ 震災や風水害などの自然災害に強い、安全安心のまちづ
くり
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都市構造

10出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

（１）都市構造の考え方

～生活圏を基盤とした集約型都市構造～
市民生活の向上と経済活性化に向けた、都心部等の機能強化と郊外部の持続可能なまちづくり

【周辺都市との連携と広域的な機能連携軸】【首都圏における横浜市の位置付け】

参考：国土形成計画、首都圏広域地方計画、
かながわ都市マスタープラン、
横浜市中期４か年計画
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目指すべき都市構造
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① 二つの都心の機能強化と、
それにつながる鉄道を軸とし
た集約型都市構造

② 郊外部の鉄道駅を中心と
したコンパクトな市街地を基
本とした地域構造

③ 首都圏やアジア諸都市と
適切に役割分担できる「臨海
部産業拠点と国際的なハブ
ポートの形成」

④ 産業拠点や物流拠点を支
える「鉄道や高速道路等によ
る広域的な機能連携軸」

⑤ 都市に潤いを与える「緑
の１０大拠点」

凡 例

出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

【都市構造図】
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駅を中心としたコンパクトな市街地イメージ

12出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

（郊外部の地域構造）

▼主要な生活拠点及び駅勢圏が大きい
郊外部の生活拠点周辺の市街地の場合

▼駅勢圏が小さい郊外部の生活拠点
周辺の市街地の場合
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（２）地球温暖化やヒートアイランド現象
の緩和に向けた、エネルギー効率
のよい低炭素型の都市づくり

・低炭素型都市づくり
・豊かな生物多様性の実現に向けた水と
緑の保全と創造

・資源循環
・生活環境保全

都市づくりの目標と方針（都市環境）

13出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

【都市環境の方針図】
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（３）首都圏全体の発展を牽引する
とともに、国際競争力を高め
るための基盤づくり

・都心部の競争力向上及び活力を
支える産業基盤強化

・ＭＩＣＥ・観光の機能強化
・市民生活の利便性向上

都市づくりの目標と方針（都市活力）

出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」
（平成24年6月）

【都市活力の方針図】
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都市づくりの目標と方針（土地利用）

出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

（４）地域特性に応じた、計画的・効率的な
土地利用と地域まちづくり

・バランスとめりはりのある土地利用の誘導
・地域の現状を踏まえたゾーンごとの土地
利用方針の策定

・国際競争力強化や市民生活利便性向上の
ための市街地開発・拠点整備

・自然的環境の保全と魅力ある市街地環境
の創造

【土地利用方針図】
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（５）誰もが移動しやすく環境にやさしい交通の実現

・環境をまもり人にやさしい交通の実現
・誰もが移動しやすい交通の実現

都市づくりの目標と方針（都市交通）

【都市交通の方針図（高速道路）】 【都市交通の方針図（幹線道路）】

【都市交通の方針図（鉄軌道）】

出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）
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（７）震災や風水害などの自然災害に強い、
安全安心のまちづくり

・被害を最小化するための減災都市づくり
・災害時の都市機能確保
・復興都市づくり
・地域の防災・防犯力向上

都市づくりの目標と方針（都市の魅力・都市防災）

出典：「横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

（６）横浜らしい水・緑環境の実現と、都市
の魅力を生かしたまちづくり

・都市でデザイン及び創造都市の取組による
魅力向上

・市民生活の質や地域にふさわしい魅力向上
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２．将来を見据えた交通に関わる課題の抽出

（１） 都市計画マスタープラン改定（案）を踏まえた課題
（２） 整備済み３路線の検証により示された課題
（３） １８号答申から継続的な課題
（４） 交通政策審議会鉄道部会提言をうけた課題
（５） 検討会等で示された課題

18
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（１）都市計画マスタープラン改定（案）を踏まえた課題
１）交通ネットワーク整備において残された課題（①都市構造、④土地利用）

２）鉄道整備とまちづくりとの連携（ ①都市構造）

（２）整備済み３路線の検証により示された課題
１）交通結節機能の充実（ ④土地利用、⑤都市交通）

２）バス交通との連携（⑤都市交通）

３）タクシーとの連携（⑤都市交通）

４）自転車交通との連携（⑤都市交通）

（３）１８号答申からの継続的な課題
１）混雑緩和（⑤都市交通）

２）速達性の向上（⑤都市交通）

３）新幹線（新横浜駅）へのアクセス機能の強化（③都市活力）

４）空港（羽田空港）へのアクセス機能の強化（③都市活力）

５）バリアフリー化・シームレス化等の推進（⑤都市交通）

６）既設線・駅の改良（⑤都市交通）

19
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（４）交通政策審議会鉄道部会提言をうけた課題
１）定時性の確保（列車遅延の解消） （⑤都市交通）

２）さらなる安全性の向上（ホームドア等の設置） （⑤都市交通）

３）駅の機能の高度化 （④土地利用、⑤都市交通）

４）観光振興への寄与（③都市活力）

（５）検討会等で示された課題
１）将来鉄道ネットワークの変化への対応（⑤都市交通）

２）中央新幹線駅へのアクセス機能の強化（③都市活力）

３）大規模災害への対応（⑦都市防災）

20
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１）交通ネットワーク整備において残された課題

ａ）新たな都市軸の形成

（１）都市計画マスタープラン改定（案）を踏まえた課題

運輸政策審議会第18号答申では、「国際中枢
機能を担う都心や副都心、業務核都市等を相互
に高速で連絡する広域的な鉄道ネットワークの
整備」が示されており、横浜市都市計画マスター
プラン（全体構想）【素案（案）】（H24.6）において
も「二つの都心の機能強化とそれにつながる鉄
道を軸とした集約型都市構造」があげられている。

横浜と町田、相模原、八王子等の各都市間に
ついては、横浜線により接続されているが、港北
ニュータウンから東京北西部方面への新たな都
市軸に対応した鉄道路線は、整備されていない
状況にある。

凡 例

出典：「横浜市都市計画マスタープラン
（全体構想）【素案（案）】」（平成24年6月）

【都市構造図】



横浜市営地下鉄４号線

JR横浜線

相鉄本線

横浜市営地下鉄
１号線

横浜市営地下鉄
３号線

横浜高速鉄道
みなとみらい線

JR根岸線

東急こどもの国線

東急東横線

京浜急行
本線
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１）交通ネットワーク整備において残された課題

ｂ）環状方向の交通体系の整備
横浜市営地下鉄

４号線
（日吉～中山）

横浜市都市計画マスタープラン（全体構想）
【素案（案）】（H24.6）では、「鉄道ネットワークの
整備促進と輸送力の増強」を掲げ、「運輸政策
審議会答申路線についての事業化の検討を進
める」としている。

市営地下鉄４号線（グリーンライン）の整備によ
り、東急東横線とJR横浜線を結ぶ環状方向の鉄
道が整備された。しかし、市内の拠点間の連携
に資する放射状路線を結ぶ環状方向の鉄道は
一部に限られている状況にある。

（１）都市計画マスタープラン改定（案）を踏まえた課題
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２）鉄道整備とまちづくりとの連携

資料：東急電鉄ニュースリリース 平成24年4月18日

地球環境にやさしく、また超高齢化・人口減少社会においても持続可能な都市とするため
に、鉄道駅を中心としたコンパクトなまちづくりが示されている。引き続き、鉄道と都市が連携
して、生活拠点を形成するための駅周辺の基盤整備が求められる。

○取組事例：コンパクトなまちづくり

横浜市と東急電鉄の「官民共同」で「次世代郊
外まちづくり」を推進し、「横浜モデル」といえる
最先端の「郊外住宅地の再生型まちづくり」に
着手することで合意。

＜取組事項＞

①地域の交通、医療、介護、子育て支援をはじ
めとする暮らしやコミュニティを支えるインフラ・
ネットワークに関する事項

②老朽化団地・戸建て住宅地の再生等に関す
る事項

③環境重視のまちづくりの推進に関する事項

④防犯・防災対策の推進に関する事項 など

（１）都市計画マスタープラン改定（案）を踏まえた課題
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１）交通結節機能の充実

（２）整備済み３路線の検証により示された課題

○整備事例：つくばエクスプレス（ＴＸ）青井駅

青井駅の出口はA1・A2の2カ所設置されており、A1出口に隣接して交通広場（2535
㎡）が整備されている。駅周辺は都営の集合住宅が広がっている他、保育園や小学校
も立地し、人に優しいシンプルな交通広場が整備され、コミュニティバスやタクシーの
乗降場、公衆トイレが設置されている。

青井駅交通広場

Ａ１出口脇にある交通広場 つくばエクスプレス青井駅Ａ１出口

横浜市の交通をすべて鉄道ではカバーできないため、交通モード間の連携は必要不可欠
である。鉄道駅における他の交通モードとの円滑な乗継のため、駅前広場等の交通結節機
能の充実が求められる。
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２）バス交通との連携

３）タクシーとの連携

４）自転車交通との連携

（２）整備済み３路線の検証により示された課題

横浜市営
地下鉄1号線

（戸塚~湘南台）

○交通広場 ５駅中３駅
○タクシー乗り場 ５駅中３駅
○駐輪場 ５駅中５駅

横浜市営
地下鉄4号線

○交通広場 10駅中７駅
○タクシー乗り場 10駅中７駅
○駐輪場 10駅中10駅

横浜高速鉄道
みなとみらい線

○交通広場 ６駅中１駅（横浜駅）
○タクシー乗り場 ６駅中１駅（横浜駅）
○駐輪場 ６駅中４駅（横浜駅含む）

整備済み３路線の検証では、駅前広場が必ずしも整備されていないなど、鉄道とバスとの
十分な連携が図られていない駅がみられた。

整備済み３路線の検証では、駅にタクシー乗り場が整備されているのは半数程度にとどま
り、鉄道とタクシーとの連携が十分には図られていない状況にある。

整備済み３路線の検証では、市営地下鉄のほとんどの駅で駐輪場が整備されていた。横
浜市全体では、調査対象の137駅中、駐輪場がない駅が11駅、駐輪場の利用率100％以上
の駅が42駅となっている。



混雑緩和対策
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１）混雑緩和

洋光台　洋光台　洋光台　洋光台　洋光台　洋光台　洋光台　洋光台　洋光台　

新杉田　新杉田　新杉田　新杉田　新杉田　新杉田　新杉田　新杉田　新杉田　

桜木町　桜木町　桜木町　桜木町　桜木町　桜木町　桜木町　桜木町　桜木町　
戸部　　戸部　　戸部　　戸部　　戸部　　戸部　　戸部　　戸部　　戸部　　

小机　　小机　　小机　　小机　　小机　　小机　　小机　　小机　　小机　　

新横浜　新横浜　新横浜　新横浜　新横浜　新横浜　新横浜　新横浜　新横浜　
鴨居　　鴨居　　鴨居　　鴨居　　鴨居　　鴨居　　鴨居　　鴨居　　鴨居　　

中山　　中山　　中山　　中山　　中山　　中山　　中山　　中山　　中山　　

大船　　大船　　大船　　大船　　大船　　大船　　大船　　大船　　大船　　

川崎　　川崎　　川崎　　川崎　　川崎　　川崎　　川崎　　川崎　　川崎　　

武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉武蔵小杉

長津田　長津田　長津田　長津田　長津田　長津田　長津田　長津田　長津田　

町田　　町田　　町田　　町田　　町田　　町田　　町田　　町田　　町田　　

戸塚　　戸塚　　戸塚　　戸塚　　戸塚　　戸塚　　戸塚　　戸塚　　戸塚　　

日吉　　日吉　　日吉　　日吉　　日吉　　日吉　　日吉　　日吉　　日吉　　

綱島　　綱島　　綱島　　綱島　　綱島　　綱島　　綱島　　綱島　　綱島　　

中央林間中央林間中央林間中央林間中央林間中央林間中央林間中央林間中央林間

横浜　　横浜　　横浜　　横浜　　横浜　　横浜　　横浜　　横浜　　横浜　　二俣川　二俣川　二俣川　二俣川　二俣川　二俣川　二俣川　二俣川　二俣川　
大和　　大和　　大和　　大和　　大和　　大和　　大和　　大和　　大和　　

湘南台　湘南台　湘南台　湘南台　湘南台　湘南台　湘南台　湘南台　湘南台　

藤沢　　藤沢　　藤沢　　藤沢　　藤沢　　藤沢　　藤沢　　藤沢　　藤沢　　

厚木　　厚木　　厚木　　厚木　　厚木　　厚木　　厚木　　厚木　　厚木　　

あざみ野あざみ野あざみ野あざみ野あざみ野あざみ野あざみ野あざみ野あざみ野

三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町三ツ沢上町

磯子　　磯子　　磯子　　磯子　　磯子　　磯子　　磯子　　磯子　　磯子　　

富士見町富士見町富士見町富士見町富士見町富士見町富士見町富士見町富士見町

最混雑率 (％)

180 -
150 - 180

0 - 150

横浜市内で混雑率１８０％
以上の区間

・鴨居→小机 約180％

・小机→新横浜 約192％

・新杉田→磯子 約186％

※混雑率（推計）＝ピーク輸送量
（H17大都市交通センサス）/輸送力

出典：東日本旅客鉄道株式会社プレスリリース H24年4月10日

横浜線では、2014年度から従来の205 系と比較して
定員が約1 割増加した新型車両を導入して、混雑緩

和を図る計画が進行中

（３）１８号答申からの継続的な課題

横浜市に関連する主要路線の中では、JR京浜東北線、東海道線、横須賀線、横浜線、南
武線、東急田園都市線における混雑率が180％を超えている。これらのほとんどは横浜市外
の区間であるが、市内でも横浜線の小机～新横浜間で混雑率が180％を超えており、目標
（１８０％以下）が達成されていない。
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２）速達性の向上

 

62.9

41.7

22.5

39.0

43.0

45.4

46.4

56.3

44.3

35.7

37.4

30.8

24.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

東海道線

(川崎-大船)

京浜東北線

(鶴見-大船)

鶴見線

(鶴見-浅野)

南武線

(川崎-矢向)

横浜線

(東神奈川-長津田)

東横線

(日吉-横浜)

田園都市線

(たまプラーザ-長津田)

京急本線

(京急川崎-金沢八景)

相鉄本線

(横浜-瀬谷)

ブルーライン

(湘南台-あざみ野)

グリーンライン

(日吉-中山)

横浜高速鉄道

(横浜-元町・中華街)

金沢ｼｰｻｲﾄﾞﾗｲﾝ

(新杉田-金沢八景)

（km/h）

ＪＲ 

民鉄 

市営地下鉄 

第三セクター 

注：横浜市域におけるピーク時の最速列車の表定速度
を示す。特急・急行等が運行されている場合は特急・急
行等における表定速度

ピーク時の最高列車の
表定速度

（３）１８号答申からの継続的な課題

横浜市内の主要路線のうち、JR鶴見線、横浜市営地下鉄ブルーライン・グリーンライン、横
浜高速鉄道みなとみらい線、金沢シーサイドラインは、表定速度が40km/h未満と他の路線
に比べて低くなっている。これは駅間距離が短いためと考えられるが、特に横浜市営地下鉄
ブルーラインは路線延長が40km以上あり、横浜市の都心部を貫通する路線でもあるため、
速達性の向上が課題と考えられる。

出典） 「市営交通 中期経営計画 平成24～26年度」

横浜市交通局（平成２４年５月）

【横浜市営地下鉄の今後の事業展開】
○地下鉄の速達性向上に向けた検討
・地下鉄の急行・快速運転の実施につ
いて、お客様のニーズの把握を務める
とともに、新たな設備投資や費用対効
果など、現在の設備の有効活用も含め
て検討を進めます。
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３）新幹線（新横浜駅）へのアクセス機能の強化

京急蒲田

大船
20分

16分

11分

38分

あざみ野
渋谷

品川

橋本

新横浜
川崎

鶴見

菊名

27分

17分

12分

30分

20分

34分

12分

38分

湘南台

溝ノ口

武蔵小杉

40分

中央林間

大和

町田

藤沢

海老名 11分
センター北

長津田

7分中山

二俣川

瀬谷

いずみ中央

64分
小田原

39分
鎌倉

金沢文庫

関内

みなとみらい

横浜
保土ヶ谷

25分

戸塚

日吉

20分

上大岡

※所要時間については、新横浜駅の出発時刻をオフピーク時の時
間帯（10：30）に設定して駅すぱあと（2011年10月時点）で計算

羽田空港

27分

42分

（参考：相鉄・JR直通線・相鉄・東急直通線の開業）
二俣川～新横浜 31分 → 11分（20分短縮）
日吉～新横浜 17分 → 6分（11分短縮）

（３）１８号答申からの継続的な課題

新横浜駅は横浜市内唯一の新幹線駅であり、横浜における新幹線の玄関口としてアクセ
ス利便性が求められている。現在の新横浜駅は、JR横浜線と横浜市営地下鉄ブルーライン
が結節しており、横浜都心部や港北ニュータウンとも直結している。未着手路線である高速
鉄道３号線の延伸により、広範囲な新幹線アクセスの利便性向上が期待される。
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４）空港（羽田空港）へのアクセス機能の強化

a)鉄道によるアクセス

京急蒲田

大船
34分

35分

25分

44分

渋谷

品川

羽田空港
新横浜

浜松町

川崎

鶴見

菊名

いずみ中央

二俣川

35分

62分

45分

長津田

46分

37分

42分

59分

54分

湘南台

溝ノ口

武蔵小杉

57分

中央林間

大和

町田

藤沢

60分
センター北

あざみ野

53分中山

瀬谷

44分

戸塚

58分
鎌倉

90分
小田原

関内

みなとみらい

横浜

上大岡

保土ヶ谷

日吉

26分

金沢文庫 ※所要時間については、羽田空港駅の出発時刻をオフピーク時の
時間帯（10：30）に設定して駅すぱあと（2011年10月時点）で計算

（３）１８号答申からの継続的な課題

羽田空港～横浜駅間は、鉄道（京浜急行）で25分程度であり、羽田空港と横浜都心部の
所要時間は、首都圏の政令指定都市の中では川崎市に次いで短い。

羽田空港は平成22年10月に新たな滑走路の供用と国際線ターミナルが開業した。平成
24年6月現在の羽田空港からの就航都市はアジア12都市、アメリカ5都市、ヨーロッパ3都市
の計20都市であるが、今後の増加が期待されるなど、重要な空の玄関口である。
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成田空港成田空港成田空港成田空港成田空港成田空港成田空港成田空港成田空港

羽田空港

成田空港

東京東京東京東京東京東京東京東京東京

川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎

横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜

新宿新宿新宿新宿新宿新宿新宿新宿新宿立川立川立川立川立川立川立川立川立川

大宮大宮大宮大宮大宮大宮大宮大宮大宮

大井町大井町大井町大井町大井町大井町大井町大井町大井町 千葉千葉千葉千葉千葉千葉千葉千葉千葉

小岩小岩小岩小岩小岩小岩小岩小岩小岩

渋谷渋谷渋谷渋谷渋谷渋谷渋谷渋谷渋谷

池袋池袋池袋池袋池袋池袋池袋池袋池袋

新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜

袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦袖ヶ浦

木更津木更津木更津木更津木更津木更津木更津木更津木更津

舞浜舞浜舞浜舞浜舞浜舞浜舞浜舞浜舞浜

一之江一之江一之江一之江一之江一之江一之江一之江一之江

新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘

調布調布調布調布調布調布調布調布調布

たまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザ















川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎

横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜

大井町大井町大井町大井町大井町大井町大井町大井町大井町

新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜新横浜

新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘新百合ヶ丘

多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－多摩センタ－

たまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザたまプラザ






























 





 




 











 






















 
 





















 










 








































































 















 
































 














 



本厚木本厚木本厚木本厚木本厚木本厚木本厚木本厚木本厚木

羽田空港

成田空港

東京東京東京東京東京東京東京東京東京

品川品川品川品川品川品川品川品川品川

川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎川崎

横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜横浜

戸塚戸塚戸塚戸塚戸塚戸塚戸塚戸塚戸塚

大船大船大船大船大船大船大船大船大船

新宿新宿新宿新宿新宿新宿新宿新宿新宿
吉祥寺吉祥寺吉祥寺吉祥寺吉祥寺吉祥寺吉祥寺吉祥寺吉祥寺国分寺国分寺国分寺国分寺国分寺国分寺国分寺国分寺国分寺立川立川立川立川立川立川立川立川立川

八王子八王子八王子八王子八王子八王子八王子八王子八王子
高尾高尾高尾高尾高尾高尾高尾高尾高尾

大宮大宮大宮大宮大宮大宮大宮大宮大宮

大森大森大森大森大森大森大森大森大森

蒲田蒲田蒲田蒲田蒲田蒲田蒲田蒲田蒲田

北千住北千住北千住北千住北千住北千住北千住北千住北千住

柏柏柏柏柏柏柏柏柏

市川市川市川市川市川市川市川市川市川

船橋船橋船橋船橋船橋船橋船橋船橋船橋
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平成１２年 平成２３年

横浜市内の発
着地：３地点

横浜市内の発
着地：９地点

（３）１８号答申からの継続的な課題

横浜市では、空港リムジンバスの路線網が拡充されてきているが、鉄道においては横浜駅
等での乗換が必要であるため、羽田空港まで50～60分程度を要している。

４）空港（羽田空港）へのアクセス機能の強化

b)空港リムジンバスによるアクセス
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５）バリアフリー化・シームレス化等の推進

（３）１８号答申からの継続的な課題

駅数 エレベータ設置 エスカレータ設置
駅数 割合 駅数 割合

JR東日本(鶴見線を除く) 27 23 85.2% 23 85.2%
JR東日本(鶴見線) 7 0 0.0% 0 0.0%
東急電鉄 17 17 100.0% 12 70.6%
京急電鉄 24 22 91.7% 13 54.2%
相模鉄道 19 19 100.0% 15 78.9%
横浜市交通局 39 39 100.0% 23 59.0%
みなとみらい線 6 6 100.0% 6 100.0%
金沢ｼｰｻｲﾄﾞﾗｲﾝ 14 11 78.6% 7 50.0%
　計 153 137 89.5% 99 64.7%
注：こどもの国線は東急に含めている
　　東急妙蓮寺駅、こどもの国駅は段差がないため駅数から除いた
　　エレベータ・エスカレータは、地上階まで連続した経路がある場合のみ「あり」とした

横浜市内の駅バリアフリー状況（H24.3現在）

横浜市内の鉄道駅におけるエレベータの設置率は概ね9割に達しているが、まだ未整備
の駅については早期整備が課題とされる。また、複数の出口がある駅における、複数のエレ
ベータ設置が今後の検討項目と考えられる。一方、エスカレータについては設置が65％程
度に留まっていることや、設置している場合でも上りエスカレータのみという場合が多い。

今後の高齢社会への対応や鉄道の利便性向上のため、駅構内や車両などに加え、移動
の全ての行程におけるさらなるバリアフリー化の推進が必要であると考えられる。
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６）既設線・駅の改良

○整備事例：相鉄瀬谷駅下り待避線新設

相鉄・JR直通線開業後は、相鉄線の二俣

川駅～海老名駅間の列車密度が高くなる
ことから、瀬谷駅に列車の追い越し施設
の整備を整備し、下り線を1本増設して2
面4線の配線とすることにより、速達性の

向上を図る

資料：相鉄・JR直通線、相鉄・東急直通線ホームページ

（３）１８号答申からの継続的な課題

新線整備だけでなく、既存の鉄道路線についても改良を行って利便性を高めることが重要
である。横浜市内の改良が必要と考えられる駅について検討を進めていく必要がある。また、
事業者のみによる対応には限界があり、国・自治体等との連携が課題と考えられる。
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１）定時性の確保（列車遅延の解消）
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注：JR各線は午前7時～9時の最大遅延時間

京急線は始発～9時の最大遅延時間

その他路線は始発～10時の最大遅延時間を集計

資料：H23年12月16日～H24年3月15日（3ヶ月）の遅延状
況（各社ＨＰよりデータ収集）

（４）交通政策審議会鉄道部会提言をうけた課題

相互直通運転の拡大などにより、鉄道における遅延の発生頻度が増加している。特に、JR
横須賀線、京浜東北線、東急田園都市線・東横線では遅延の発生度合いが高い。
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２）さらなる安全性の向上（ホームドア等の設置）

（４）交通政策審議会鉄道部会提言をうけた課題
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出典： 「交通・観光に対する市民意識に関する調査」（H23.3、関東運輸局）

現在、横浜市内では、市営地下鉄・金沢シーサイドラインを除いてはほとんどホームドア等
の設置が進んでいない。

また、首都圏における利用者の意識としては、エレベータ・エスカレータについて満足度が
高まっている一方で、改善してほしい項目として駅におけるホームドア等があげられている。
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３）駅の機能の高度化

○整備事例：ＪＲ関内駅北口整備事業

JR関内駅北口をバリアフリー化するとともに、駅に保育施設を整備するなど北口駅舎

の改良を行う計画
＜事業概要（案）＞

・バリアフリー化のためのエレベータの設置
・改札口の向きを伊勢佐木・馬車道方面に変更
・駅前歩行者広場の整備
・生活支援施設（保育施設）の設置

資料：横浜市記者発表資料 H23 年10 月19 日付

（４）交通政策審議会鉄道部会提言をうけた課題

今後の鉄道駅にあっては、バリアフリー化はもとより、従来にも増して、駅の拠点性を活かし
た、利用者ニーズを踏まえた各種施設・機能の駅への集積等、多方面における取組みを促
すことが求められる。
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（４）交通政策審議会鉄道部会提言をうけた課題
４）観光振興への寄与

横浜は、横浜港を有する首都圏の海の玄関口でもあり、また国際機関や研究活動の場が
集まる国際都市でもある。現在、我が国では積極的にインバウンド観光にも力を入れている
が、横浜市としても、世界との交流促進や経済振興のため、外国人観光客のさらなる誘致を
進めている。そのため、外国人観光客の誘致に資する交通面の課題としては、羽田・成田空
港や新幹線とのアクセス強化など利用しやすさの向上が挙げられる。

出典：横浜市文化観光局

来訪外国人数推移
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資料：日本政府観光局（JNTO）

都市別国際会議開催実績(22年)

国際会議参加者
数：全国2位

開催件数：全国3位
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１）将来鉄道ネットワークの変化への対応

二俣川～新横浜 31分→11分 （約▲20分）
日吉～新横浜 17分→ 6分 （約▲11分）

大和～渋谷 58分→47分 （約▲11分）
二俣川～目黒 54分→38分 （約▲16分）

相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通線 京急蒲田駅付近の連続立体交差事業

出典：鉄道・運輸機構HP

出典：大田区HP

（５）検討会等で示された課題

現在、横浜市内では神奈川東部方面線整備事業（相鉄・ＪＲ直通線、相鉄・東急直通線）
が進められており、開業により相鉄沿線から東京都心がつながることで人の動きが大きく変
動する可能性がある。また、横浜市の周辺では、京急蒲田駅付近の連続立体交差事業等
が進められており、横浜市内における１８号答申の未着手路線を含め、将来を展望した交通
体系のあり方の検討を進めていく必要がある。
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２）中央新幹線駅へのアクセス機能の強化

出典：リニア中央新幹線神奈川県駅の誘致地区について
※神奈川県内のリニア駅は未確定であるため、最寄駅の１つと想定される橋本駅
により所要時間を算出

※所要時間については、新横浜駅の到着時刻をオフピーク時の時間帯（10：30）に
設定して駅すぱあと（H23年10月時点）で計算

橋本駅からの鉄道による所要時間

（５）検討会等で示された課題

平成23年５月に中央新幹線の整備計画が決定され、品川～名古屋間は平成39年の開業を目指して、
環境影響評価の手続きが進められている。この中央新幹線の整備により、幹線交通における人の流れ
が大きく変化すると想定されるが、中央新幹線は横浜市内には駅が設置されないため、中央新幹線駅
までのアクセス利便性を高めることが重要と考えられる。

例えば、横浜からの中央新幹線利用は品川駅経由も選択肢の一つと想定される。一方、新横浜や中
山・長津田などの横浜市内陸部においては橋本付近を利用すると考えられるため、アクセス利便性向
上のための横浜線の機能強化（運行本数増、速達性向上等）が課題と想定される。
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３）大規模災害への対応

362

286

177

141 127

36

123

0

50

100

150

200

250

300

350

400

災
害

に
強

い
鉄
道
と
し

て
ほ
し

い

（
災
害
時

の
遅
れ

が
少
な

い

・
復
旧

が
早

い
な

ど

）

混
雑
を
緩
和

し

て
ほ
し

い

運
転
時
間
を
長

く
し

て
ほ
し

い

（
始

発
を
早

く

・
終
電
を
遅

く
な

ど

）

運
転
本
数
を
増

や
し

て
ほ
し

い

所
要
時
間
を
短
縮

（
速
達
性
向
上

）

し

て
ほ
し

い

駅
を
増

や
し

て
ほ
し

い

（
駅
間
隔
を

短

く
し

て
ほ
し

い

）

そ
の
他

（回答数）

Ｑ 横浜市内の鉄道に関して改善してほしい項目 東日本大震災当日の状況

（５）検討会等で示された課題

平成23年3月11日の東日本大震災後、地震をはじめとした災害に対する市民の関心が高
まり、ヨコハマｅアンケートにおける市内の鉄道に関して改善してほしい項目では「災害に強
い鉄道」への要望が最も多くなっている。これは、鉄道輸送そのものの安定性への期待に加
え、帰宅困難者対策も視野に入れた広範な不安や懸念の心理からと推測される。このため、
各路線の安全対策や災害時の対応、代替手段の確保などによる災害に強い交通体系を確
立し、安心して利用できる交通とすることが必要である。新たな鉄道ネットワークの拡充は、リ
ダンダンシー（補完性・代替性）確保の向上にも繋がる。

資料：ヨコハマｅアンケート（平成２３年１１月）


